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固定資産評価審査委員会委員に 
安藤 寿博 氏を選任
　12月11日に、市議会の同意を得て選任されました。安藤さんは、2021年3月
から委員を務め、今回で3期目となります。
任期＝2028年3月16日まで

人命救助の4人に感謝状
　11月14日、市内在住の4人に感謝状が贈呈さ
れました。
　皆さんは交通事故の発生にいち早く気づき、そ
れぞれ役割分担して人命救助や初期消火の対応に
あたり、被害を最小限に食い止めました。
　消防本部の武藤消防長は、的確で素早い判断と
勇気ある行動に対し感謝を伝えました。

手話でピースサイン

神栖市手話言語の普及に
関する条例の制定
　12月20日、神栖市手話言語の普
及に関する条例が制定されました。
　条例の内容は、手話が一つの言語
であることを認識し、聞こえる人も
聞こえない人も地域で共に支え合う共生社会を実現することを目指していくものです。
　手話が使いやすい環境を整備する施策として、障がい福祉課の窓口に「みえる通訳」というアプリケーショ
ンの入ったタブレットを導入し、通訳オペレーターと市民、市職員との三者間で手話を利用してコミュニケー
ションが図れるようになりました。
　今後も、市職員向けに研修を行なったり、市内の学校などで手話に接する機会を提供したりするよう努め、
手話によって意思を伝え合う権利を尊重し、手話への理解の促進および普及を図っていきます。

瑞宝双光章　有馬 雄一郎 氏
　有馬雄一郎さん（元神栖町立息栖小学校長）
は、1963年から1997年の長きにわたり、教
職員として学校教育に尽力された功績により、
瑞宝双光章を受章されました。特に社会科の専
門的な識見を生かし、社会科教育の充実を図り、
児童・生徒の学力向上に力を注がれました。校
内研修においては、教員の資質向上に尽力され
ました。また、管理職として学校経営に手腕を
発揮し、地域の教育振興のために尽くした功績
は誠に多大でありました。
　おめでとうございます。

左から、武藤消防長、柳谷隆之さん、中
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亮太さん、石田大輔さん

石橋英郎さんから中央図書館に寄付
　市内在住の歯科医、石橋英郎さんから寄付をいただきました。この寄付は
2005年から続いており、これまでにも多くの寄付をいただいています。図書
館では石橋さんの意向により、歯や健康に関する図書を購入しましたので、ぜ
ひご活用ください。

　12月13日、水戸市内で茨城県水産製品品評会の表彰式が行なわれました。
　今年度は、146点が出品され市内からは（株）みうらやの「海の幸めし 鯖とひ
じき【混ぜご飯の素】」が水産庁長官賞を受賞しました。このほか、市内事業者
の3製品が受賞しました。おめでとうございます！

【沿海部門】
水産庁長官賞　（株）みうらや「海の幸めし 鯖とひじき【混ぜご飯の素】」
茨城県加工連会長賞
　　　　　　　（株）津久勝「イワシのバジルソース」
茨城県水産物開発普及協会長賞
　　　　　　　（株）髙木商店
　　　　　　　「炙りサーモンハラス」
ノルウェー王国大使館水産参事官賞
　　　　　　　矢口商店「華麗なる鯖」

茨城県水産製品品評会で市内の製品が水産庁長官賞受賞！

【写真】
（上） （株）みうらや　「海の幸めし 鯖とひじき【混ぜご飯の素】」
（左から）（株）津久勝　「イワシのバジルソース」、（株）髙木商店
「炙りサーモンハラス」、矢口商店　「華麗なる鯖」

市内小学校への 
寄贈
ENEOSリニューアブル・
エナジー株式会社
　地域貢献の一環とし
て、小学1・3・5年生に
学習ノートが2,469部寄
贈されました。このノー
トには再生エネルギーに
関するクイズなどが設け
られ、楽しく学べる工夫
がされています。

【移籍先】ベクショーDFF　スウェーデンの女子サッ
カー最高峰リーグに所属するチーム。

【プロフィール】　1997年生／小学校時代、神栖
市のサッカーチームに在籍。高校1年生からジェフ
ユナイテッド市原・千葉レディースU-18に所属。
2014年FIFA U-17 女子ワールドカップでは代表選
手に選出され優勝に貢献。2023-2024WEリーグ
優秀選手賞30人のうちの1人に2期連続選出

神栖市PR大使　鴨川実歩さんが
海外初挑戦
　12月15日、神栖市出身の女子プロサッカー
選手で神栖市PR大使の鴨川実

み
歩
ほ

さん（ジェフ
ユナイテッド市原・千葉レディース所属）が、
スウェーデンの女子サッカーリーグに所属す
るベクショー DFFに期限付き移
籍することを発表し、1月4日に
合流しました。
　世界に羽ばたけ鴨川さん！

地元小学生がフナの放流を体験
　11月28日、常陸川漁業協同組合は軽野小学校の3
年生たちと一緒に軽野港でフナの稚魚約2万5千匹を
放流しました。
　同組合では毎年、地元小学校の児童を招き、水産資
源の維持回復の一環である「水辺に親しむ野外体験学
習」として常陸利
根川でフナを放流
しています。
　当日は、初めて
フナに触れた子ど
もも多く、たくさ
んの質問が出るな
ど川の水産資源に
つ い て 学 ぶ 貴 重
な体験となりまし
た。

新しい土地で日本とは違うサッカーに触れて、
サッカー選手としても1人の人間としてもレベル
アップしたいと思い決断しました。言葉や生活
など不安な部分もありますが、何事も恐れずに
チャレンジしていこうと思います。神栖市の皆さ
んにも良い報告が届けられるよう頑張ります。
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